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1. ソフトウェアの準備

1-1 動作環境

・OS: Windows 10, 11 (64ビット)
・CPU: 2コア 1.0 GHz以上 (推奨: 2コア 2.0 GHz以上)
・メモリ: 8 GB以上 (推奨: 16 GB以上)
・ストレージ: 64 GB以上の空き容量 (推奨: 128 GB以上の空き容量)
・USBポート: USB Type-A 2.0以上
※インターネット接続は不要です(オフライン環境で動作します）

1-2 インストール

福島医大トランスレーショナルリサーチ機構のホームページよりインストーラーをダウンロード
し、set up.exeを実行してください。インストールが完了すると、デスクトップ上にショートカッ
トアイコンが作成されます。

1-3 ドングルキー

起動するには専用のUSBドングルが必要です。USBドングルは2個付属します。

1-4 アンインストール

インストール用USBメモリをPCにセットし、set up.exeを実行してください。「F-Exprofilerの削
除」を選び、完了ボタンを押してください。
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Symbol ID Sample_1 Sample_2 Sample_3 ・・・・・・・・ Sample_last 14400
 AAA G00001 0.501 0.678 0.845 ・・・・・・・・ 0.652 1lines
 BBB G00002 0.897 0.978 1.114 ・・・・・・・・ 2.561 2lines
 CCC G00003 1.256 1.562 1.365 ・・・・・・・・ 1.423 3lines
 ・ ・ ・ ・ ・ ・・・・・・・・ ・ ・
 ・ ・ ・ ・ ・ ・・・・・・・・ ・ ・
 ・ ・ ・ ・ ・ ・・・・・・・・ ・ ・
 ZZZ G14400 2.305 2.124 3.145 ・・・・・・・・ 1.567 14400lines

数値データ

読み込ませたい
数値データの行数

line番号
（任意）

1-2列目
属性情報

1行目
ヘッダ名

3

2. マスターファイルの準備

2-1 フォーマット

F-Exprofilerは、csv形式の行列データを読み込むことができます。1行目に各列のヘッダ名、2行
目以降に数値データを入れてください。1, 2列目は各行の属性情報として認識されます。最終列の
1行目に読み込ませたい行数を入れてください（最終列は読み込まれません）。数値データは
11,000列まで扱うことができます。

2-2 F-Expシリーズ

F-Exprofilerは、福島コレクション®遺伝子発現比データセット（F-Expシリーズ）の解析に最適化
されたアプリケーションです。 F-Expシリーズのデータは、F-Exprofilerでそのまま読み込むこと
ができます。

F-Expシリーズのデータは、Reference RNAに対する比として取得した測定値（DNAマイクロア
レイの蛍光強度の比）の中央値にノーマライゼーションファクターを積算し、底2の対数に変換し
た値になっています。ノーマライゼーションファクターは、外れ値や検出限界以下のスポットを
除いた上で、対数変換後の平均値が0になるように算出されています。検出限界以下の遺伝子につ
いては、値ゼロ（0）として扱います。

例）



３. 構成

作業ウィンドウは、「マスターテーブル」「フィルターテーブル」「ヒートマップ」の3つのタブで
構成されています。右側にあるインデックスタグで表示を切り替えることができます。

マスターテーブル
マスターファイルのデータを最初に読み込むためのタブです。

フィルターテーブル
マスターテーブルタブで絞り込み（フィルター処理）を行ったデータを表示させるタブです。さ
らに絞り込みを行ったり、クラスタリング処理を行うことができます。

ヒートマップ
マスターテーブルタブまたはフィルターテーブルタブに表示されているテーブルデータを、ヒー
トマップイメージとして表示させるタブです。

アプリケーションの操作は、メインメニュー、ツールボタン、またはコンテクストメニュー（右ク
リックメニュー）から行うことができます。

ツールボタンメインメニュー タブの切り替え

カラー
スケール

コンテクストメニュー
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4. 操作方法

4-1 マスターテーブル

マスターファイルを開く（拡張子csv）
マスターファイルのデータを読み込みます。

別名で保存する（拡張子csv）
表示されている並びでテーブルデータを保存
します。

リセット
表示されているテーブルデータを消去します。

フィルターテーブルにコピーする
表示されているテーブルのデータを、フィル
ターテーブルにコピーします。

ヒートマップに変換
テーブルデータのヒートマップイメージを、
ヒートマップタブに表示します。テーブル全
体を画像化する場合は「全体」を、選択した
行範囲のみを画像化する場合は「選択行」を
選んでください。行範囲の選択は、以下のい
ずれかの方法で可能です：
①いずれかの列で最初の行をクリックし、マ
ウスをドラッグして最後の行で手を離す

②最初の行をクリックした後、Shiftキーを押
しながら最後の行をクリックする

③最初の行を選択した状態で、Shiftキーを押
しながら矢印キーで移動する

検索
1, 2列目の属性情報に含まれる文字列を検索します。
検索したい文字列を入力して「次を検索」を押すた
びに、アクティブセルがヒットした行へ連続して移
動します。

並べ替え
指定した列を基準として、昇順または降順で並べ替
えをします。
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フィルター
指定した条件に合う行を抽出し、フィルターテーブルに表示します。
用途に応じて「通常」「平均値基準」「0データの数」の３つから選択できます。

通常フィルター
２つの条件を「かつ」(AND) /「または」(OR)の組み合わせで指定できます。「値」フィールド
に数値を入力し、「条件」フィールドで比較演算子を選んでください。「適応する列」フィール
ドで、判別の対象とする列を選択できます。すべての列を対象とした場合、条件を満たす列の必
要数を指定できます。

条件を設定したら、整合性を検証するために「チェック」ボタンを押し、「実行」ボタンがアク
ティブになったら押してください。「実行」ボタンがアクティブにならない場合は、条件の整合
性を取れていないため、条件の見直しを行ってください。

例1 2.0より大きい、もしくは
マイナス2.0より小さい数
値が、
2列以上存在する行を抽出
したい場合には例1のよう
に設定します。

例2 指定する条件が1つのみ
の場合は、その条件を重
ねて指定してください。
例２にように設定すると、
3.0より大きい数値が2列
以上存在する行を抽出で
きます。

平均値基準フィルター
各行の平均値をもとに抽出を行います。平均値の算出にゼロ(0)値を含めない場合は、「平均値の
計算に0データを含める」のチェックボックスを解除してください。平均値からの距離（数値）と
比較演算子を指定し、「実行」ボタンを押してください。

例3 ゼロ(0)値を含めて平均値を算
出し、平均値プラス2.0よりも
大きい、もしくは平均値マイ
ナス2.0よりも小さい数値が存
在する行を抽出したい場合は
例3のように設定します。
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0の数でフィルター
一定数以上のゼロ(0)値が存在するデータ行を削除します。条件を設定して「実行」ボタンを押し
てください。

行の高さ

「指定」を選ぶと、行の高さをピクセル単位で自由に
変更できます。「最小」を選ぶと、すべての行の高さ
が1ピクセルになります。行の高さをもとに戻したい
場合は、「デフォルト18ピクセル」を選択してくださ
い。

行の高さが17ピクセル以下になると、数値データが表示されなくなります。表示させたい場合は、
オプションメニューから「常に数値を表示する」を選んでください。

列の幅
列の幅をピクセル単位で自由に変更できます。変更したい列を選択し、ピクセル数を入力して変
更ボタンを押してください。
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フォント
フォントや文字の大きさを変更することができます。規定値は「MS Pゴシック」「標準」「9ポ
イント」です。
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4-2 フィルターテーブル

フィルターファイルを開く（拡張子
csv）
ファイルとして保存されているデータを読み
込み、ヒートマップタブにヒートマップを描
画します。

注）並び替えやフィルター処理を実行する場
合は、マスターテーブルのメニューから、マ
スターファイルとして読み込むことをお勧め
します。

デンドログラムファイルを開く（拡張子
den）
デンドログラムファイルを読み込み、ヒート
マップタブにデンドログラムを描画します。
フィルターファイルを開いた後に実行してく
ださい。

注）デンドログラムファイルとフィルター
データのファイル名は、拡張子を除いた部分
が一致している必要があります。

フィルターテーブルを保存する（拡張子
csv）
フィルターテーブルタブに表示されている並
びでテーブルデータを保存します。テーブル
全体を保存する場合は「全体」を、指定した
行範囲のみを保存する場合は「選択行」を選
択してください。行範囲の選択は、以下のい
ずれかの方法で可能です：
①いずれかの列で最初の行をクリックし、マ
ウスをドラッグして最後の行で手を離す

②最初の行をクリックした後、Shiftキーを押
しながら最後の行をクリックする

③最初の行を選択した状態で、Shiftキーを押
しながら矢印キーで移動する

デンドログラムファイルを保存する（拡張子den）
ヒートマップタブに描画されているデンドログラムを保存します。ファイル名は、拡張子を除い
た部分が、フィルターデータと同じになるようにしてください。

テーブル表示画像のコピー
フィルターテーブルタブに表示されている範囲をイメージとしてコピーします。他の描画アプリ
ケーションに貼り付けることができます。

注）不具合がでる場合は、端末本体のスクリーンショット機能をご使用ください。
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ヒートマップに変換
検索
並び替え
フィルター
行の高さ
列の幅
フォント
上記のメニュー項目は、マスターテーブルのメニュー項目と共通です。4-1をご参照ください。

行方向のクラスタリング/ 列方向のクラスタリング
行(縦)方向または列（横)方向の類似度をユークリッド距離を用いた群平均法で計算し、並び替え
を行います。計算が完了すると、ヒートマップタブにヒートマップイメージとデンドログラムが
描画されます。行や列の数によって、計算に時間がかかる場合があります。

行の編集/ 列の編集
行または列単位でデータの削除または移動ができます。行（列）の「切り取り（削除）」→「指
定行（列）の前に貼り付け」の順に操作します。行（列）を指定するには、該当する行（列）内
のいずれかの数値セルをクリックしてください。切り取り後に貼り付け操作をしない場合、削除
となります。切り取った行（列）を元に戻すことも可能です。
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4-3 ヒートマップ

ヒートマップタブでは、ヒートマップの上側に列方向のデンドロ
グラム、右側に行方向のデンドログラムが表示されます。デンド
ログラムウィンドウは、それぞれ拡大・縮小、移動、消去（非表
示）が可能です。消去する場合は、デンドログラムの右上の×ボ
タンをクリックしてください。

ヒートマップ上でダブルクリックすると、選択したセルの情報
ウィンドウが表示されます。セルの位置（座標）、１行目の情報、
1, 2行目の情報、セルの値を確認できます（4-5参照）。

表示画像コピー
表示されているヒートマップとデンドログラム画像をクリップボードにコピーします。コピーし
た画像は他の描画アプリケーションに貼り付けて利用できます。

ヒートマップ画像コピー
ヒートマップの画像のみをクリップボードにコピーします。1セルが1ピクセル四方でコピーされ
るため、行列数に応じて画像サイズが変わります。コピーした画像は他の描画アプリケーション
に貼り付けて利用できます。描画アプリケーション上で解像度を保ったまま拡大・縮小を行いた
い場合は、こちらのコピーメニューをお使いください。

列方向のデンドログラム
ウィンドウ

行方向のデンドログラム
ウィンドウ

ヒートマップ

遺伝子数

カラー
スケール
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行方向デンドログラム

縦軸を表示する/ 横軸を表示する/ 対数
表示する
行方向のデンドログラムの軸および軸目盛
の表示・非表示を切り替える際に使用しま
す。縦軸が行項目、横軸がユークリッド距
離を表します。ユークリッド距離は対数表
示に切り替えることができます。
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軸数値・色の変更

行方向のデンドログラムの表示範囲や線の色、
ウィドウの背景色を変更できます。表示範囲
を変更した場合、ヒートマップの表示範囲も
連動して変更されます。色の設定方法は、4-5
をご参照ください。

デンドログラムの再表示
行方向のデンドログラムウィンドウが表示されていない場合に、再表示することができます。

列方向デンドログラム

縦軸を表示する、横軸を表示する、対数表
示する
列方向のデンドログラムの軸および軸目盛の
表示・非表示を切り替える際に使用します。
縦軸がユークリッド距離、横軸が列項目を表
します。ユークリッド距離は対数表示に切り
替えることができます。
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軸数値・色の変更

列方向のデンドログラムの表示範囲や線の色、
ウィドウの背景色を変更できます。表示範囲
を変更した場合、ヒートマップの表示範囲も
連動して変更されます。色の設定方法は、4-5
をご参照ください。

デンドログラムの再表示
列方向のデンドログラムウィンドウが表示されていない場合に、再表示することができ
ます。
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4-4 オプション

0データに色をつける
ゼロ(0)の値にカラースケールで規定された色をつけるか、白色にす
るかを選択できます。

常に数値を表示する
行の高さを変更することによって表示されなくなった数値データを
再表示できます。「行の高さ」の項目（10ページ）をご参照くださ
い。
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4-5 共通機能

カラースケール
最大値と最小値の設定
カラーバーの右側にある数字をダブルク
リックすると、最大値と最小値の設定ダイ
アログが表示され、カラースケールの範囲
を変更できます。初期設定は、最大値=4、
最小値=-4です。変更する場合は、各数値
を入力し、「変更」ボタンを押してくださ
い。最大値＞0＞最小値となるように指定し
てください。「初期値に戻す」ボタンを押
すと、設定を初期値に戻せます。

色の設定
カラーバーをダブルクリックすると、色の
設定ダイアログが表示され、カラースケー
ルの色を変更できます。ダイアログ内の
「最大値」「０」「最小値」をクリックす
ると、カラーパレットが表示され、それぞ
れの色を指定できます。すべての色を設定
し、「変更」ボタンを押してください。

カラーパレット上で「色の作成」ボタンを
押すと、基本色にない色も作成できます。
ピッカーまたは数値入力で色を指定してく
ださい。「色の追加」ボタンを押すと、

“作成した色”に順番に追
加されます。使用する色
を選択し、「OK」ボタ
ンを押してください

「初期色に戻す」ボタン
を押すと、すべての色の
設定が初期値に戻ります。
初期設定のRGB値は以
下の通りです。
最大値 = (255,0,0)
0 = (255,255,238)
最小値 = (0,64,128)

選択したセルの情報ウィンドウ
テーブルまたはヒートマップ上でダブルクリッ
クすると、選択したセルの情報ウィンドウが表
示されます。セルの位置（座標）、1行目の情報、
1, 2列目の情報、セルの値を確認できます。
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